
自然エネルギーの
運転電力への適用

（Application of Renewable Energy for Traction Power of 
Electrified Railway）

【概要】
自然エネルギー発電と地上用電力貯蔵装置を併用した電力供給シ

ステムを試験設備として構築し、電気鉄道のエネルギー削減を実現す
る一手法として具現化しました。三相交流から任意の自然エネルギー
発電電力を発生することが可能な「自然エネルギー発電模擬装置」を
製作しました。さらに、適用箇所に応じた電力貯蔵装置の制御モードを
構築しました。

【特徴】
自然エネルギーの発電電力が電気鉄道の負荷電力を上回る場合、

電力貯蔵装置が余剰電力を充電することにより､発電出力の安定化を
可能にするとともに、発電電力をより有効に活用します。

電力貯蔵装置は電車の回生電力も同時に充電することが可能です。

併用システム 自然エネルギー発電
模擬装置
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太陽光発電データを活用運転電力として活用
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【用途】
・自然エネルギー発電電力をより効率的に活用することができます。
・電力貯蔵装置の適用効果を高めることが可能です。
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通常 回生電力優先 自然エネルギー優先

22%減 1%増 1%減 5%減 3%増 1%減

7%減 2%減

0s 60s

1秒間隔で
変動

任意の波形を
入力可能

最大
40kW

発電電力と回生電力の大きさに
従って「回生電力優先モード」
「自然エネルギー優先モード」を選択
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